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　　　　　　ウ ラ ジ ロ マ キ科 （Amentotaxaceae） に 就て

　　　　　　　　　　　　　小　 泉　 源　 一

　ウ ラ ジ ロ マ キ （Amentotaxaceae）は、工 藤．山 本爾氏に よ り、一丿L三
一

年熟帶農學

雜誌第三卷 第二號第百 十頁に於 て發表 され し一新科 に して ． 爾詳細は 山本氏 に よ り

植物研究雜誌第八 卷二號 及び續臺灣植物圖譜第五號に於 て發 表されて ある。

　不省の見 解に よれば此 新科は 宜 し く
一

位科 （Taxaceae） の 内に 包括すべ きもの に

て ．次の如 く排列 しナこき考な り。

　　 Taxaceae

　　　Subfam，1．　 Taxoideae （
一

位亜科）

　　　　　　　　 1． Torreya （カ ヤ屬）

　　　　　　　　 2． Taxus （イ チ ヰ屬）

　　　Subfam．2．　 Amentotaxoideae （ウ ラ ジ ロ マ キ 亞科）

　　　　　　　　 3． Amentotaxus （ウ ラ ジ ロ マ キ屬）

　　 　 　 　 　　 　 4P　 Austrotaxus．・

　爾氏は Amentotaxaceaeを獨立 さすべ き理由に就て は餘 り逋べ られざるが故に 、

其意見を知 る事難きも不省の見解にては 、 種子に就て は勿論 問題 外に して 、雄毬花

は其形態之 を イ チヰの雄花よ り遽 き ものに あ らす、唯 4 チヰ の雄毬花が單生なれ ど

も、 ウ ラ ジ ロ マ キ 0）雄毬花は穗状花序を成すの み な り、 故に花が單生なると花序を

成すとで科を異にす る ものに は非すと愚考 す。 雌花は 氏の前圖と後圖 とは余 り異 る

か ら何れが眞か 、 よ く分 らぬ が、氏の Epimatiumとなす ものは然 らす して不發育 の

Arillusに他な らす 。 　
「

　　　　　　　　日本南部に於 け るキ ク 屬 の 分布

　　　　　　　　　　　　田　代　善　太 郎

イ ’、 ギク （Chrysanthemum 　 hakusanense　 MAKINo ）本州 にてζよ白山．日光其他に
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あ り。 九州にては 南部山脈中の洞嶽（日 向）白岩山（同）仰烏帽子岳（肥後）に産す。

一
か

く も東西オ目隔絶 せ る山地 に 之 を産する は ．地形及地質上 の 連絡ある に よる か
。

　 リゥ ノ ゥギク （Chrysanthemum 　Mak ｛noi 　MATsuM ．
’
et　NAKAI ）四國及本州 に之 を

産す 。 東海側は信濃、相模、武藏 よ り常陸に及び 、 日本海側は越中、越後 に 及ぶ。

四國及近畿 に は多 し
。 本 州及 四 國の廣き範園に 亙 りて 之 を産 しなが ら九州に 及ば ざ

る は．タ ニ ウ ツ ギ 、コ ア ヂ プ ヰ、ウ ス ギ ヤ ウ ラ ク 、カ ク E ノ ス ノ キ 、フ ヂ バ カ マ の分布

と同 じ。

　 n ソギク （Chrysanthemum 　marglnatum 　vaT ．　 typicum 　MAKINo ）相模．伊 E より

紀伊 に及 ぶ滑海地 方に之を産す o 之 と後記の ノ ヂ ギ ク との雜種と認 め らる L シ ＊ ギ

ク は阿汲の南部 と上佐の東部 とにあ り．共に九州には な し。 この事實よ りも九州の

植物 地理相の 他の それ と異 な るを知 る べ し
。

ホ ソ エ ウ リ ハ ダ カ ヘ デ、 ト ガ サ ハ ラ 、

ズ イ ナ、 ナ ニ ハ イ バ ラ及 コ モ ノ ギ ク、 ア サ マ リ ン ダ ウ、 テ イ シ ヤ ウ サ ウ 、 チ ヤボ ホ

ト b ギ ス 、 ク ワ ツ コ サ ウ類な どの分布 とは、其生態を異にす る も其分布相は謝同 じ

く． 九州に ては チ ヤ ボ ホ F トギ ス の代 りに キ バ ナ ホ ト ト ギ ス あ り （屋久島に は チ ヤ

ボ ホ ト 1・ギ ス ）テ イ シ ヤ ウ サ ウの代 りに 大に形態を異に す る マ ル バ テ 1 シ ヤ ウサ ウ

を 見る ことな どは 、九州の特異 1性を 證 するに足 る もの あ り。

　 アプラギク （CI）rysanthemum 　lavandulaefolium　vaL 　hortense　MAKINo ） リ 〃 ウギ

b とほ S
’
分布を 同 ふ す。 磐城 の 三春地 方に もあ り。 近畿に は自花品に て シ ロ バ ナ ア

プ ラ ギ ク と稱せ られ、間種 と認 め らる S ものあ り。 北村理學士の探集せ る隱岐の産

品 には異態 をなせ る もの あ りと い ふ o 此種は 人陸系の植物 にて 、 壹鮫には之 を産 し

なが ら九州には之を見す。

　 シマ カ 冫 ギク夂 ハ マ カ 冫 ギ ク （Chrysanthemum 　indicum　L，）九州．四國及中國近

畿の 地方に 分布す 、 對馬 にあ り、 朝鮮に あり． 夊 支那 に もあ るが如 し。 就中最多 き

は肥 後、豐後の阿蘇地溝帶 i11地、 之に接績する瀬戸内海滑岸地方並 に近畿の 地方 に

して 、近畿 に ては河 内に多 く、 國境山脈を越 えては 大和 に入 り、香落溪（伊賀）の奥、曾

爾に逹す る もの あ り、山城は 八瀬や 貴船 に も入 り込む、 叉紀伊 に も諸所 に散在す。

中國の 日本 海側は滑海地 方に あ り、東す る に隨つ て 少 し、 野村登氏に よれば丹後を

以て北限の 産地 とすべ きが如 し 。

　牧野博士 の變種 と して 記載せ られテこ る シ ロ バ ナハ マ カ ン ギ クは肥 後金峰仙 彙熊本

側 の産を原 標本 とせ られた る もの に して、其裏 鰯金峰 山腹の部落を通す る小逋には

其變種甚だ多 く、黄花の 普通品 と相混 す。 余はか つ て上妻博之氏と之 を探集せ りe

肥後と反對側 、豐後の大 分劉府間に も同品を見る、 山本義光氏及加藤嘉一郎氏の探

晶 に も之 あ り。 夂淡路の 南部に て 探集しナこ る高田欟 ド氏の標本 中に も之を見 る。

’
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サ ツ マ 丿ギク （Ch，y・ahthemum ・・n ・t・ m 　HEMsL ）九」・］
・1の西 海岸側に限 りて 之を産

す る もの に して 、甑島列 島と之に對す る九州本土 の野間牛島より串木野に 亙 りて 之

を産す 。 甑島の 北 に接す る天草の 下須 島 （谷 山民吹氏 ． 野村貞氏探）に も及ぶ 。 小

泉博士 は歐洲族 行中和蘭 ラ イ デ ン にて 「ジ ヤ ワ 」 産の標 本を見ナこ りといふ 。 分布の

徑路は明か な らざれ ども．沖繩列島よ り九州西部に か けて此 の如 き分布をなす もの

に は、カ ン ト ラ ノ ヲ、マ ル バ サ ツ キ ．ク ロ b チ ウ ．
ア ヲ モ ジあ りo

丿ヂ ギク （Ch・y・anth ・m ・m 　m ・rif・li・m ・a・．　 ge・ui・um 　f・」・p・ nen ・e　MAKIR ・） キ

ク の原種 と して知 らる S 植物なれば支那には 之を産すべ しと思は る S も、未だ其慓

本を見す 。 沖繩列島よ り島嶼を連ね て之を産 し、葉厚 く葉裏には毛多 し、屋久 島に産

する ものは ウ ラ ジ ロ ノ ヂ ギ ク とで もい ふ を適當 とす べ き形態なり。 それ より九州南

東部 （西牟に も及ぶ）四國西南部 をへ て周防、 安藝、播磨及攝津に逹す． い つ れ も

港海地方に之を壷す。 其の最 も發邃せ る は 九州東部以北の地域に して、種 々 の形態

をあ らは し、 葉濶 くして 厚きあ り． 狹 くして薄きあ り、枝の太 く して少 き、細 く し

て 多 きあ り、 其闇に種 々 の段 階あ る こと キ クの變 化に見 る所の如 し、 本種は九州南

部に 於 て東西 に分れ 叉鹿 兜島灣内に入 る もの あ り。 九州本土 を西進す る ものは それ

よリサ ツ マ ノ ギ ク の分布地域を除 きて分布 し、肥後葦北郡の北部海岸地方 に及 ぶ （水

俣町 にて黄花品を見た る記憶あ り）筑後の三 池地方に
一

二僅 に XXイi一す る所 あ り、杉野

辰雄氏の探集にか か る。 果 して 本種な りや否を確認す 翻 旨はす他 日の踏査を まつ て

之を判ぜん 。

　九州東海岸を東進す る もの は豐豫海峽 に到 り
一
部1よ南下 して土 佐の 足摺 1呷を廻 り

て 同國の 西部に分布 し、他は淘峽 を入 りて伊豫北邊並に國朿 牢島に 及ぼ し、海流の

衝に あた る周防の大 島其他 の諸島嶼竝に 之に對す る周防の本土 には多 く、 之を離れ

る に隧つ て 少 し。 なほ安藝に は之に つ S’

く若干の 島嶼に之を産 し廣 島地方に も數 ク

所に 之を産せ り。 夏に離れて 播磨の東部數 ケ所に多 く、 耀津の 六 甲山麓 1こ も其痕跡を

殘す も、 其間に介在す る備中備前の 島嶼に之を産せ ざるは奇とい ふ べ し。 國東牟島

以 北の九州 本土 に は之に接 した る地方には之 を見ざる も、離れ て 豐前の耶 馬溪地方、

青洞 門の邊 には菓の尖れ る型の ノ ヂギ ク らしき ものあ り、 山崎利秋氏の採集にか S

る。
ノ ヂギ ク な るか、 シ ロ バ ナ ハ マ カ ン ギ ク なる か 調査を要す べ しQ

　周防の大 島にて は黄花 品 を見た る こ とな き も、皇座山に は僅に 之あ り、覗島産の

標 本に て も之を見 る Q 室積地方 より西すれ ば漸 く黄花品を加 へ 、島田lliに 近きては殆

ん ど黄花品 のみ と な る．白花品 もなきにはあ らす。 黄花品は 之よ り西周防の海岸 に

之を産す る もの に して長 門に も及ぶ が如 しQ 該川を境と して 東に ノ ヂ ギ ク あ り、西 に
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　シ マ カ ン ギ クあ b とは久 し く聞 く處 なるが此 の事實を指せ る もの なり。 黄花品は廣

島文理科大學の 下斗米直 昌氏が雜種研究の材料 とな りk る 三田尻産の もの に 同 じ。

余は 室積女子 師範學校教論池田美成氏 より虹 ク濱に其群落の見事な る もの あるをき

　丶 同氏の案 内に よ りて 之を見た り。 之 を牧野博士に傳へ て 、 同愽士の 踏査 とな り、

博士 は下 斗米氏研究の事實を參照 して之を ノ ヂ ギ ク と シ V カ ン ギ ク との雜種 と認め

　られ ご ジ ガ ハ マ ギ ク な る新稱を與へ られ tcりと きく。

　 本種は 土佐の 東部にて は下斗米氏の研究 によ りて 之 と イ ソ ギ ク との雜種 と認め ら

る N シ ホ ギ ク とな   て終 り、 周防其他に て は シ マ カ ン ギ ク との雜種 とな りて終 り、

又 サ ツ マ ノ ギ ク と相接 して侵 さざる等よ り考ふ れば 、 其由來は他の もの よ り も後期

に 屬す ると斷 じて可なるべ きか 。 両 して d ソ ギ ク と ノ ヂギ ク との分布の範園を異に

す る ことは、恰 もホ ソバ ワ za ン と ア ゼ タ ウナとの 關係の如 く、 兩者は い つ れ も潮流

の激 しき地方に産する ものに て 、 前者は西北海摩は九州 より長 門に及ぶ も．東海岸

・側 は 日向南部に止 まり、 東 より來 りで 日向中部 に止 まる ア ゼ タ ウナ と長 き砂濱を隔

て S 相接す 。

　 邑 ＝ シギク又ホ ソ’》 セ4 タカギク （Chrysanthemum】ineare　MATsuM ．） 大陸系

の植 物に して朝鮮 には各地に散在す。 九州には 阿蘇の 千町無田 に僅に遺殘 し、 中國

にて は安藝 の賀茂郡鷹菓山地方及備中の吉備郡大釉村に て 探集せ らる。 叉遠 く下總

に事産す （植物名鑑）大陸系植物 ホ ク チ ア ザ i の九艸1、 中國を經て遠 く三河 に産す

る事實と相似た り。

　 テゥセ 冫’ ギク （Chrysantherr）um 　sibiricum 　FiscH．）大陸の植物に して朝鮮に多 く

九州 にては薩摩の磯間岳 に之を産す。 余は 大正 十二年初夏 イ ハ ギ リ サ ウを探集せ ん

がた めに該山 に の ほ りた る折 ． 其嫩植物を認 め．其後宮 内頭盛氏に 其採集を依纉 し

て 之を得た り。 之は別に土井氏に も傳 へ た る に よ り、 同氏 も之 を操集 して 中井墫士

に儉定を求 め 、 本種 の分布を知る に至りしな り。 なほ此 山には 4 ハ ガ サ 類を産 し、

串木野 に は グ ン ギ ク
、

ダ ル マ ギ クの大 陸系植物を産す るを見れ ば．本種の分布亦偶

然には あ らざ るべ し。

　以上は余 の知 る所を漑略記述 したる譯なる が、豫め用意 した る もの にあ らざれば、

調査は 甚だ不充分な り。 今後なほ其分布に注意 して補 遣を記すべ ければ、讀者の知

る所 を記者に傳 へ られん ことを切望す。
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